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書評

　『がん診療レジデントマニュア

ル』も第 5 版となった。初版から

すでに 13 年を数え，とても息の

長い本である。いかにがん診療医

に必要とされつづけている本であ

るかがうかがえる。私の仕事部屋

の本棚にも初版から全版が揃えら

れている。各版の表紙の色が異な

ることもあり（徐々に厚くもなっ

ている），並べると案外きれいなも

のである。マニア心をくすぐるの

でプレミアでも付かないかなぁな

どと不謹慎なことまで考えてしま

う。実は大変お世話になっている

ので捨てられないのである。がん

薬物療法を診療の主とする医師に

とっては，複雑で解釈しにくいこ

の領域における実臨床的な内容

が，非常にわかりやすく整理され

ているため，初めに目を通す本と

しては最適である。

　第 3 版までは，常に白衣のポ

ケットに入れて，日常診療にあ

たっていた。治療方針がわからな

い症例に出会うとすぐ調べた。治

療計画を立てて再び内容を確認し

た。症例を検討するときにも本マ

ニュアルを開きながら議論した。

第 4 版は，地方での学会会期中が

発売日であったため，発表に来て

いた医局員とわざわざ医学専門書

を取り扱う書店を探して，発売日

当日に購入した。まるで，人気ゲー

ムソフトの販売みたいである。さ

らに，第 4 版は 2 冊所有してい

る。別にほかからプレゼントされ

たわけではない。自分のポケット

から支払って購入している。実は，

このとき私は，臨床腫瘍学会のが

ん薬物療法専門医の試験を受ける

ため，このマニュアルを試験合格

に向けて覚えるべき知識を整理す

るために使用していたのである。

まるで学生時代のように赤線をた

くさん引いているうちに，真っ赤

になってしまい，日頃の臨床時に

調べにくくなってしまったので，

1 冊追加購入した次第である。

　結論からいえば，がん薬物療法

専門医を受けようとしている医師

にも，ぜひお薦めしたい。膨大な

知識をこれだけコンパクトにまと

めている本はない。本書を読んで

から，臨床腫瘍学会の教育セミ

ナーを聴くと，理解しにくい自身

の専門外の領域のがんの知識がよ

く頭に入る。また，携帯可能であ

ることも大きい。この件について

は後述でその意味を追加する。自

分勝手な話ばかりでなく，書評と

して本来の意義である内容につい

て触れる。

　本書の特徴は，肺がん，乳がん，

胃がん，食道がん，大腸がん，肝

胆膵がん，といった 5 大がんをは

じめとする一般的ながんはもちろ

ん，婦人科がん，泌尿器，造血器，

骨盤軟部腫瘍，皮膚，頭頸部，脳

腫瘍そして原発不明がんに至るす

べての臓器がんの疫学，診断，臨

床症状，病理分類，Staging，予後

とともに治療方法が簡潔明瞭に記

載されている。また，推奨される

薬物療法のレジメンは具体的に投

与方法が見やすいように表わさ

れ，かつすぐにオリジナルの論文

に当たれるように文献も一緒に記

載されている。さらに，この本の

特徴であるが，治療法に関する信

頼度を★印で表現（3 段階）して

いることにより，EBM の理解に

大いに役立つようになっている。

そして，版を重ねるようになって

から，各論以外の，インフォーム

ド・コンセント，薬物療法の基本

概念，臨床試験，さらに副作用対

策や合併症などについての内容が

充実してきている。がん告知はコ

ミュニケーションスキルに変わっ

ているなど，その時代背景もよく

反映している。つい，読み飛ばし

てしまうこれらの総論的内容がか

なり充実しているのである。この

部分については，日頃病棟や，診

療室で目を通すのではなく，単行

本の小説を読むがごとくに読んで

いただきたい。大きさもポケット

サイズであり，病院との行き帰り

の移動時間に読むこともできるの

である。もちろん，医師に限らず，

医師以外の医療者にも同様に役立

つはずである。ぜひ皆さん，購入

されることをお勧めする。
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